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The purpose of this study was to examine the direction research should take to improve the 
effectiveness of the cognitive-behavior approach, by reference to neurobiological research on the cognitive 
theory of depression. Through the reference of Cognitive-neurobiolocial model (Disner et al, 2011) 
integrated with integrate Beck’s cognitive model of depression and neurobiolocial researches, it was 
revealed various factors related to the frontal top-down interventions. The results confirm that it is efficient 
to understand cognitive control in the frontal with over time, such as using NIRS. In addition, it was 
suggested future research also needs the process of cognitive-behavior approach focusing on cognitive 
control.
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　昨 今，う つ 病 に 対 す る 対 策 の 必 要 性 が 求
め ら れ て い る。世 界 保 健 機 関（World Health 









州の全人口の 38% に相当する約 1 億 6500 万人が
うつ病や不安障害などを含む精神疾患や神経疾患
に苦しんでおり，この内，薬物療法などの必要な
治療を受けている者は 3 分の 1 に留まっていると
され，十分な治療を施されないことが多大な経済
的・社会的損失につながっていることが明らか
とされている（Wittchen, Jacobi, Rehm, Gustavsson, 
Svensson, Jönsson, Olesen, Allgulander, Alonso, 
Faravelli, Fratiglioni, Jennum, Lieb, Maercker, van 









（American Psychiatric Association： 以下 APA とす
る）の気分障害に関する治療ガイドライン（最新



















（Fuchikami, Morinobu, Segawa, Okamoto, Yamawaki, 
Ozaki, Inoue, Kusumi, Koyama, Tsuchiyama, & Terao, 
2011）や，近赤外線スペクトロスコピィ（Near-
Infrared Spectroscopy： 以 下 NIRS と す る） を 用
いた補助診断（福田正人， 2009；2011） などの
解明が進められている。また最近では，Disner, 















































ことなどが分かっている（Mathews & MacLeod, 
2005）。
　最近の研究では，記憶や注意の障害は，ネガ
ティブ刺激から距離をおく “抑制 ” が上手くでき
ないこととの関連が見られると報告されている
（レビューとして，Gotlib & Joormann, 2010）。こ
の “抑制 ” は，反芻的な反応スタイルとして臨床


































（Gotlib, Krasnoperova, Yue, & Joormann, 2004）。ネ
ガティブ刺激から距離を置けないことは，抑うつ
症 状 の 悪 化 や 持 続 と 関 連 し て い る と さ れ る
（Hasler, Drevets, Manji, & Charney, 2004）。神経学
的なメカニズムで記述すると以下のようになる。
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皮質（prefrontal cortex：以下 PFC とする）の領域
を含んでいる（Corbetta, Akbudak, Conturo, Snyder, 
Ollinger, Drury, Linenweber, Petersen, Raichle, Van 
Essen, & Shulman, 1998）。これらの領域は，競合
的な視覚刺激の選別に関係するが，1 つの刺激に
注意を向けることは，同時に他の競合する刺激の
抑制を意味する（Kastner, De Weerd, Desimone, & 
Ungerleider, 1998）。注意の切り替え活動は，刺激
選択のコントロールに関する前頭前野腹外側部
（ventrolateral prefrontal cortex： 以 下 VLPFC と す
る） や実行機能と関連する前頭前野背外側部







かっている（Kellough et al., 2008）。これは，右前
頭前野腹外側部（右 VLPFC），右前頭前野背外側
部（右 DLPFC），右 SPC の活動低下と関連し，そ
の結果，抑うつ群はネガティブ刺激への注意を切
り離せず，長期的な抑うつにさらされてしまう
（例えば，Beevers, Clasen, Stice, & Schnyer, 2010）。
　こ れ は，吻 側 前 帯 状 皮 質（rostral anterior 
cingulate cortex：以下 rostral ACC とする）におけ
る不十分な抑制処理に関連している（Shafritz, 









　Disner et al.（2011） は， 認知モデルから， 抑
うつ群においては， 刺激の選択（VLPFC の活
動低下）やネガティブ刺激への注意の切り離し



















Fromm, Ohman, & Drevets, 2010）。
　ネガティブ情報の知覚は，両側 DLPFC におけ
る扁桃核への認知的操作の低下によって生じる
（Gotlib, & Hamilton, 2008）。両側DLPFCにおける
機能変化は認知操作の低下に関連し，その結果，
扁桃核活動の増加を促進し，非機能的な情動処理
に至る（Siegle et al., 2002）。
　抑うつ群におけるネガティブな情動情報の処理
の維持は，中枢神経系の信号伝達に関する視床
（thalamus）（Sherman & Guillery, 2002）やDLPFC
からのトップダウンの認知操作をつなぐ背側
ACC（Ochsner, & Gross, 2005），辺縁系からの情
動 フ ィ ー ド バ ッ ク を 統 合 す る 下 側 帯 状 皮 質
（subgenual cingulate cortex）と関連する（Greicius, 






連 す る（Tremblay, Naranjo, Graham, Herrmann, 




と を 求 め ら れ た 場 合 に 顕 著 で あ っ た（Heller, 











いる（Spasojević & Alloy, 2001）。また，抑うつ症
状 は 反 芻 思 考 に よ っ て 強 め ら れ る（Nolen-









（Siegle, Carter, & Thase, 2006）。
　反芻は自己参照的処理に関連するより広範な
神経ネットワークによって処理される。内側前
頭前皮質（medial prefrontal cortex：以下 MPFC と
する）は反芻の鍵となる領域であるが（Cooney, 
Joormann, Eugène, Dennis, & Gotlib, 2010），扁 桃
核 と 直 接 関 連 し（McDonald, Mascagni, & Guo, 
1996），自己参照的帰属と自己参照的評価の双方
に関連している（例えば，Ray, Ochsner, Cooper, 







DLPFC と VLPFC の活動低下に関連するトップダ
ウン的認知操作の減少によって維持される（Ray 
et al., 2005）。また，DLPFC と VLPFC の活動低下











デルの重要な要素である（Mathews, & MacLeod, 
2005）。記憶の偏りは，注意と処理の偏りと密接
に関連している（Koster, De Raed, Leyman, & De 
Lissnyder, 2010）。扁桃核の反応はその他の領域の
ボトムアップ処理を通じて，記憶の偏りの中核を













































る（Sergerie, Chochol, & Armony, 2008）。MPFC
は，認知階層の上層に位置し，内的自己表象に関
す る 重 要 な 領 域 と 考 え ら れ て い る（Gusnard, 















































ている（Beck, Rush, Shaw, & Emery, 1979）。認知
的バイアスを改善するための CBT やその他の技
法は，スキーマの正確さの認識への気づきを目









CBT 的注意訓練による DLPFC 機能の向上により
平 常 化 さ れ た fMRI 研 究 で も 確 認 さ れ て い る






































































（Years of Life lost due to Disability：YLD）
と 死 亡 が 早 ま る こ と で 失 わ れ た 年 数
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